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申請書類作成にあたっての留意事項（通所介護）より抜粋 

 

１ 人員基準  

（１） 管理者 

○ 同一敷地内で他のサービス（例えば、訪問介護）の管理者等を兼務することは可能です。

その際には、それぞれのサービスごとに時間を割り振り（例：通所介護の管理者４時間／

日、訪問介護の管理者４時間／日）、勤務表に割り振った時間を記載してください。 

○ 管理者には、資格要件はありません。 

 

 （２）生活相談員 

○ 生活相談員は、通所介護の提供を行う時間数に応じて、専ら当該指定通所介護の提供に

当たる生活相談員が１以上確保されるために必要と認められる数の配置が必要です。 

○ 利用定員が１１人以上の場合は生活相談員又は介護職員のうち１人以上の常勤職員を

配置する必要があります。 

○ 利用定員が１０人以下の場合は生活相談員、看護職員又は介護職員のうち１人以上の常

勤職員を配置する必要があります。 

○ 生活相談員は、次の資格要件のうち、いずれかに該当する者を配置してください。 

ア 社会福祉法第１９条第１項各号のいずれかに該当する者 

イ 介護福祉士 

ウ 介護支援専門員 

エ 介護保険施設又は通所系サービス事業所において、常勤で２年以上（勤務日数

３６０日以上）介護等の業務に従事した者（直接処遇職員に限る） 

＜参考＞ 

ライブラリ（書式/通知） 

        －１．新規事業者指定 

          －７．通所介護 

           －６．通所介護サービスにおける生活相談員の資格要件について 

 

（３） 介護職員 

○ 利用定員が１１人以上のとき、指定通所介護の単位ごとに、平均提供時間数に応じて、

専ら当該指定通所介護の提供にあたる介護職員が利用者の数が１５人までの場合にあ

っては１以上、１５人を超える場合にあっては１５人を超える部分の利用者の数を５で

除して得た数に１を加えた数以上確保されるために必要と認められる数の配置が必要

です。なお、指定通所介護の単位ごとに、常時１人以上確保しなければなりません。 

○ 利用定員が１０人以下のとき、指定通所介護の単位ごとに、提供に当たる看護職員又は

介護職員を常に１人以上配置することが必要です。 

 

（４） 機能訓練指導員 

○ 機能訓練指導員は、サービス提供日ごとに１人以上配置することが必要です。 

○ 個別機能訓練加算（Ⅰ）を届け出る場合 

 …サービス提供時間帯を通じて常勤の有資格者を１人以上配置することが必要です。 

○ 個別機能訓練加算（Ⅱ）を届け出る場合 
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 …加算算定日に有資格者を１人以上配置することが必要です。 

○ 有資格者とは、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護職員、柔道整復師又はあん

摩マッサージ指圧師の資格を有する者です。 

 

（５） 看護職員 

○ 利用定員が１１人以上の場合、サービス提供日ごとに１人以上配置する必要があります。

（提供時間帯を通じて配置する必要はありませんが、提供時間帯を通じて通所介護事業

所と密接かつ適切な連携を図る体制が必要です。） 

 

３ 設備基準   

（※写真は、Ａ４の紙に貼り（サービス版８９ｍｍ×１２７ｍｍ程度以上）、何の写真かを横に明記し

てください。） 

 （１） 同一敷地内で他のサービス（居宅介護支援、訪問介護等）を行う場合 

○ 事務室は同じ部屋を使用することは可能ですが、それぞれの事業ごとに専用のスペース（専

用の机でも可）を設ける必要があります。 

○ 図面にどの部屋・机がどの事業のものであるかを明記してください。 

 

 （２）食堂兼機能訓練室 

   ○ 平面図に、寸法・縮尺を正確に記載してください。（できれば建築図面が望ましい。）食堂、

機能訓練室の部屋の形状により、サービスの提供が一体的に行うことができないと考えられ

る場合は単位分け等を行う必要があります。 

   ○ 通所介護サービスの提供には必要ないもの等（食器棚、冷蔵庫、押し入れ、床の間、柱等）

の面積は除外してください。 

   ○ 狭い部屋を複数連結して食堂兼機能訓練室の面積を確保することは望ましくありません。指

定受付では、部屋の数や連結部分の開口部の寸法等により、個別具体的に一体的にサービス

提供ができるのか判断します。 

   ○ 狭い空間を食堂兼機能訓練室の面積として確保することは望ましくありません。指定受付で

は、有効面積や使用用途等を確認することにより、サービス提供に資する空間であるか判断

します。 

   ○ 三平方メートルに利用定員を乗じて得た面積以上確保してください。 

 

 （３） 相談室 

○ 個室またはパーテーションで仕切るなど、相談の内容が漏えいしないように配慮してくださ

い。 

○ 写真は、個室または仕切りがあることがわかるものを添付してください。 

  

 （４） 静養室 

○ ベッドや布団などを設置するとともに、食堂及び機能訓練室に近接させることにより見守り

の体制を確保できるようにしてください。 

○ 個室またはカーテンで仕切るなど、ゆっくり静養できるようにしてください。 

    
 


